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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
溶剤（Ａ）、顔料（Ｂ）、及び塩基性分散剤（Ｃ）を含む着色組成物であり、
前記溶剤（Ａ）が、ブチレングリコールジアセテート溶剤を含むこと、及び
前記顔料（Ｂ）が、下記一般式（３）で表されるフタロシアニン顔料を含むこと
を特徴とする、前記着色組成物。
一般式（３）：
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【化１】

［式中、中心金属元素ＭはＺｎであり、Ｘ1～Ｘ16は、それぞれ独立に、Ｈ、Ｃｌ、及び
Ｂｒからなる群から選ばれる元素である。］
【請求項２】
　ブチレングリコールジアセテート溶剤が、全溶剤中で６０重量％以上を占める請求項１
記載の着色組成物。
【請求項３】
　塩基性分散剤（Ｃ）が、アクリル重合鎖、ヒドロキシカルボン酸重合鎖、及びアルキレ
ンオキシド重合鎖からなる群から選ばれる１種類以上の部分構造と、
ポリアリルアミン鎖、ポリエチレンイミン鎖、カチオン性ポリウレタン鎖、及びカチオン
性アクリル重合鎖からなる群から選ばれる１種類以上のカチオン性の部分構造と
を含む塩基性分散剤（Ｃａ）である請求項１または２記載の着色組成物。
【請求項４】
　更に、下記一般式（４）で表される顔料誘導体（Ｄ）を含む請求項１～３のいずれか１
項記載の着色組成物。
一般式（４）：
　Ｇ4－Ｊ4ｑ　　　　　（４）
（一般式（４）中、Ｇ4は、ｑ価の色素原型化合物残基であり、Ｊ4は、塩基性置換基、酸
性置換基、又は中性置換基であり、ｑは、１～４の整数である。）
【請求項５】
　固形分含有量が、着色組成物全重量に対して、３～６０重量％である、請求項１～４の
いずれか１項に記載の着色組成物。
【請求項６】
　顔料（Ｂ）の含有量が、着色組成物全重量に対して、１～３０重量％である、請求項１
～５のいずれか１項に記載の着色組成物。
【請求項７】
　顔料（Ｂ）と塩基性分散剤（Ｃ）との重量比が、１００：３～１００：１５０である、
請求項１～６のいずれか１項に記載の着色組成物。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項に記載の着色組成物を含むインクジェットインキ。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の着色組成物と、バインダー樹脂（Ｅ）、及び／又
は熱反応性化合物（Ｆ）を含むインクジェットインキ。
【請求項１０】
　熱反応性化合物（Ｆ）が、メラミン化合物、ベンゾグアナミン化合物、カルボジイミド
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化合物、エポキシ化合物、オキセタン化合物、フェノール化合物、ベンゾオキサジン化合
物、ブロック化カルボン酸化合物、ブロック化イソシアネート化合物、アクリレート系モ
ノマー、及びシランカップリング剤からなる群から選ばれる化合物１種若しくは２種以上
である、請求項９に記載のインクジェットインキ。
【請求項１１】
　熱反応性化合物（Ｆ）が、少なくともメラミン化合物及び／又はベンゾグアナミン化合
物を含む、請求項９又は１０に記載のインクジェットインキ。
【請求項１２】
　カラーフィルタ基板用である、請求項８～１１のいずれか１項に記載のインクジェット
インキ。
【請求項１３】
　基板上に、少なくとも、請求項８～１２のいずれか１項に記載のインクジェットインキ
により形成された印刷層を担持するカラーフィルタ基板。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
 本発明は、分散性、流動性、及び保存安定性に優れた着色組成物、これを含むインクジ
ェットインキ、及びカラーフィルタに関する。
【０００２】
 最近、カラーフィルタ基板の最大の用途であるカラー液晶ディスプレイに「色再現性」
が強く求められるようになったことから、カラーフィルタ基板の製造に使用されるインキ
には、色純度及び色濃度が高く、透明性の高いものが要求されている。これらの要求物性
を満たすために顔料の微細分散が必要となっている。
【０００３】
 インクジェット法によるカラーフィルタの画素部分の形成は、予め透明基板上にブラッ
クマトリックスを設け、ブラックマトリックスで区分けされた領域内にインクジェット法
によりインクを充填することによって実施する。この際、インクの固形分が低含有量であ
ったり、及び／又は顔料濃度が低いと、所望の色濃度を有するカラーフィルタを作成する
過程で、ブラックマトリックスを越えてインクが溢れて、隣接する領域にインクが混入し
、フィルタセグメントの色相を損なうことがある。そのため、カラーフィルタに使用され
るインクには高固形分化・高顔料濃度化が求められる。さらに、インクジェットインキに
は、安定した吐出性を確保するために、低粘度、及び粘度安定性も要求される（例えば、
特許文献４）。カラーフィルタ基板の３原色（赤・青・緑；ＲＧＢ）の一つであるグリー
ンは、レジスト法でもインクジェット法でもハロゲン化銅フタロシアニン（例えば、Ｃ．
Ｉ．ピグメントグリーン３６）を用いることが一般的であるが、ハロゲン化銅フタロシア
ニン顔料の分散では、顔料の微細化が達成されない、粘度が高くなりすぎる、透過率が悪
い等の問題となる場合がある。
【０００４】
 また、最近の薄膜ディスプレイの需要拡大と共に、
（１）目で見た色を忠実に再現すること、すなわちＮＴＳＣ（Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｔｅｌ
ｅｖｉｓｉｏｎ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ）規格で定められた色度域に対
する色再現範囲の面積比の向上
（２）画像の鮮明さ、すなわちコントラスト比の向上等の色特性の向上
が求められてきているが、特に、従来のハロゲン化銅フタロシアニン顔料を使用したカラ
ーフィルタでは、グリーンの現行色度と要求色度との間に大きな隔たりがあり、これらの
要望を満足することは困難だった。
【０００５】
 これらの問題を解決するために、フタロシアニン顔料の中心金属を、銅から亜鉛やニッ
ケル等に変更したものが用いられてきている（例えば、特許文献１、特許文献２、特許文
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献３）。しかしながら、ハロゲン化亜鉛フタロシアニン顔料は、従来のグリーン顔料とそ
の化学的性質が異なり、従来のハロゲン化銅フタロシアニン顔料に比べて有機溶剤に分散
することが難しい顔料であることが知られている。そのため、従来のハロゲン化銅フタロ
シアニンあるいは他の顔料に適していた分散剤及び溶剤を使用するだけでは、ハロゲン化
亜鉛フタロシアニン顔料を、優れた色特性を維持したまま、安定に分散することが困難で
あった。
【０００６】
 さらに、これまでハロゲン化亜鉛フタロシアニン顔料の分散で使用されている有機溶剤
は、沸点が低く、蒸発速度が速いため、インクジェットインキの主溶剤として用いると吐
出性の悪化に繋がるという問題があり、ハロゲン化亜鉛フタロシアニンをインクジェット
インキとして実用化することが困難であった。
【特許文献１】特開２００３－１６１８２８号公報
【特許文献２】特開２００３－１９２９４７号公報
【特許文献３】特開２００３－１９２９４８号公報
【特許文献４】特開２００５－２９９０９０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
 本発明の目的は、色特性に優れた亜鉛フタロシアニン顔料を用いて、高固形分かつ高顔
料濃度で、分散性、流動性、及び保存安定性が良好である着色組成物を提供する事にある
。また、本発明の目的は、前記着色組成物を用いて安定吐出が可能なインクジェットイン
キを提供する事にある。さらに、本発明の目的は、前記インクジェットインキを用いたイ
ンクジェット法により形成されるカラーフィルタ基板を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
 前記課題は、溶剤（Ａ）、顔料（Ｂ）、及び塩基性分散剤（Ｃ）を含む着色組成物であ
り、前記溶剤（Ａ）が、一般式（１）：
　ＣＨ3－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（ＣnＨ2nＯ）m－Ｃ（＝Ｏ）－ＣＨ3　　　　　（１）
［ただし、ＣnＨ2nは直鎖若しくは分岐アルキレン鎖であり、１≦ｍ≦３であり、２≦ｎ
≦５である。］
で表される溶剤（Ａ－１）、及び一般式（２）：
　Ｒ－（Ｏ－Ｃ3Ｈ6）p－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－ＣＨ3　　　　　（２）
［ただし、Ｒは炭素原子数１～８のアルキル基であり、Ｃ3Ｈ6は直鎖若しくは分岐プロピ
レン鎖であり、１≦ｐ≦３である。］
で表される溶剤（Ａ－２）からなる群から選ばれる１種類以上の溶剤を含むこと、及び、
前記顔料（Ｂ）が、下記一般式（３）で表されるフタロシアニン顔料を含むこと
を特徴とする、前記着色組成物により解決することができる。
一般式（３）：
【０００９】
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【化２】

［式中、中心金属元素ＭはＺｎであり、Ｘ1～Ｘ16は、それぞれ独立に、Ｈ、Ｃｌ、及び
Ｂｒからなる群から選ばれる元素である。］
【００１０】
 本発明による着色組成物の好ましい様態においては、溶剤（Ａ－１）及び溶剤（Ａ－２
）からなる群から選ばれる１種類以上の溶剤が全溶剤中で６０重量％以上を占める。
【００１１】
 本発明による着色組成物の別の好ましい様態においては、溶剤（Ａ－１）及び溶剤（Ａ
－２）からなる群から選ばれる１種類以上の溶剤が、７６０ｍｍＨｇでの沸点が１７０℃
以上の溶剤を含む。
【００１２】
 本発明による着色組成物のさらに好ましい様態のおいては、溶剤（Ａ－１）及び溶剤（
Ａ－２）からなる群から選ばれる１種類以上の溶剤が、７６０ｍｍＨｇでの沸点が１７０
℃未満の溶剤と、７６０ｍｍＨｇでの沸点が１７０℃以上の溶剤との混合物であり、７６
０ｍｍＨｇでの沸点が１７０℃未満の溶剤と、７６０ｍｍＨｇでの沸点が１７０℃以上の
溶剤との重量混合比が、０：１００～７０：３０である。
【００１３】
 本発明による着色組成物の別の好ましい様態においては、溶剤（Ａ－１）が、エチレン
グリコールジアセテート、ジエチレングリコールジアセテート、トリエチレングリコール
ジアセテート、プロピレングリコールジアセテート、ジプロピレングリコールジアセテー
ト、ブチレングリコールジアセテート、及びペンタンジオールジアセテートからなる群か
ら選ばれる１種類以上の溶剤であり、さらに好ましい様態においては、溶剤（Ａ－１）が
、ジエチレングリコールジアセテート、プロピレングリコールジアセテート、及びブチレ
ングリコールジアセテートからなる群から選ばれる１種類以上の溶剤である。
【００１４】
 本発明による着色組成物の別の好ましい様態においては、溶剤（Ａ－２）がプロピレン
グリコールモノメチルエーテルアセテート、及び／又はジプロピレングリコールモノメチ
ルエーテルアセテートであり、さらに好ましい様態においては、溶剤（Ａ－２）がジプロ
ピレングリコールモノメチルエーテルアセテートである。
【００１５】
 本発明による着色組成物の別の好ましい様態においては、塩基性分散剤（Ｃ）が、アク
リル重合鎖、ヒドロキシカルボン酸重合鎖、及びアルキレンオキシド重合鎖からなる群か
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ら選ばれる１種類以上の部分構造と、ポリアリルアミン鎖、ポリエチレンイミン鎖、カチ
オン性ポリウレタン鎖、及びカチオン性アクリル重合鎖からなる群から選ばれる１種類以
上のカチオン性の部分構造とを含む塩基性分散剤（Ｃａ）である。
【００１６】
 本発明による着色組成物の別の好ましい様態においては、下記一般式（４）で表される
顔料誘導体（Ｄ）を含む。
一般式（４）：
　Ｇ4－Ｊ4ｑ　　　　　（４）
（一般式（４）中、Ｇ4は、ｑ価の色素原型化合物残基であり、Ｊ4は、塩基性置換基、酸
性置換基、又は中性置換基であり、ｑは、１～４の整数である。）
【００１７】
 本発明による着色組成物の別の好ましい様態においては、着色組成物の固形分含有量が
、着色組成物全重量に対して、３～６０重量％である。
【００１８】
 本発明による着色組成物の別の好ましい様態においては、着色組成物の顔料（Ｂ）の含
有量が、着色組成物全重量に対して、１～３０重量％である。
【００１９】
 本発明による着色組成物の別の好ましい様態においては、着色組成物の顔料（Ｂ）と塩
基性分散剤（Ｃ）との重量比が、１００：３～１００：１５０である。
【００２０】
 また、本発明は、前記着色組成物を含むインクジェットインキに関する。
【００２１】
 また、本発明は、前記着色組成物と、バインダー樹脂（Ｅ）、及び／又は熱反応性化合
物（Ｆ）を更に含むインクジェットインキに関する。
【００２２】
 本発明によるインクジェットインキの好ましい様態において、熱反応性化合物（Ｆ）が
、メラミン化合物、ベンゾグアナミン化合物、カルボジイミド化合物、エポキシ化合物、
オキセタン化合物、フェノール化合物、ベンゾオキサジン化合物、ブロック化カルボン酸
化合物、ブロック化イソシアネート化合物、アクリレート系モノマー、及びシランカップ
リング剤からなる群から選ばれる化合物１種若しくは２種以上であり、更に好ましい様態
においては、少なくともメラミン化合物及び／又はベンゾグアナミン化合物である。
【００２３】
 さらに、本発明は、カラーフィルタ基板用である、前記インクジェットインキに関する
。
【００２４】
 さらに、本発明は、基板上に、前記インクジェットインキより形成された印刷層を担持
するカラーフィルタ基板にも関する。
【発明の効果】
【００２５】
 本発明の着色組成物は、
一般式（１）：
　ＣＨ3－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（ＣnＨ2nＯ）m－Ｃ（＝Ｏ）－ＣＨ3　　　　　（１）
［ただし、ＣnＨ2nは直鎖若しくは分岐アルキレン鎖であり、１≦ｍ≦３であり、２≦ｎ
≦５である。］
で表される溶剤（Ａ－１）、及び一般式（２）：
　Ｒ－（Ｏ－Ｃ3Ｈ6）p－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－ＣＨ3　　　　　（２）
［ただし、Ｒは炭素原子数１～８のアルキル基であり、Ｃ3Ｈ6は直鎖若しくは分岐プロピ
レン鎖であり、１≦ｐ≦３である。］
で表される溶剤（Ａ－２）からなる群から選ばれる１種類以上の溶剤を含む溶剤（Ａ）、
一般式（３）：
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【００２６】
【化３】

［式中、中心金属元素ＭはＺｎであり、Ｘ1～Ｘ16は、それぞれ独立に、Ｈ、Ｃｌ、及び
Ｂｒからなる群から選ばれる元素である。］
で表されるフタロシアニン顔料からなる群から選ばれる１種類以上の顔料を含む顔料（Ｂ
）、及び
塩基性分散剤（Ｃ）
を含んでいることを特徴としている。
【００２７】
 本発明の着色組成物は、溶剤（Ａ－１）、及び溶剤（Ａ－２）から選ばれる１種類以上
の溶剤を含むことで、高固形分・高顔料濃度であるにもかかわらず、優れた分散性、流動
性、及び保存安定性を有する。従って、本発明の着色組成物から優れたインクジェット記
録用インキ組成物を調製することができ、こうして調製されるインクジェット記録用イン
キ組成物を利用してカラーフィルタ基板を製造する場合に、不吐出や飛翔曲がりによる歩
留まりが改善され、さらに十分な濃度の印刷層を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
［溶剤について］
 本発明の着色組成物は、溶剤成分として、特定の溶剤（Ａ）を用いることを特徴として
おり、前記溶剤（Ａ）は、一般式（１）：
　ＣＨ3－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（ＣnＨ2nＯ）m－Ｃ（＝Ｏ）－ＣＨ3　　　　　（１）
［ただし、ＣnＨ2nは直鎖若しくは分岐アルキレン鎖であり、１≦ｍ≦３であり、２≦ｎ
≦５である。］
で表される溶剤（Ａ－１）、及び一般式（２）：
　Ｒ－（Ｏ－Ｃ3Ｈ6）p－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－ＣＨ3　　　　　（２）
［ただし、Ｒは炭素原子数１～８のアルキル基であり、Ｃ3Ｈ6は直鎖若しくは分岐プロピ
レン鎖であり、１≦ｐ≦３である。］
で表される溶剤（Ａ－２）からなる群から選ばれる１種類以上の溶剤を含んでいる。
インクジェットインキに用いられる溶剤に求められる特性としては、
（１）低粘度、経時粘度安定性を維持する為の、顔料と分散剤との最適な親和性
（２）吐出安定性を維持する為の、インキの最適な乾燥速度と表面張力
が挙げられる。
【００２９】



(8) JP 4631949 B2 2011.2.16

10

20

30

40

50

 特にカラーフィルタ用途等に用いられるインクジェットインキは、生産性や混色防止等
の観点から、高顔料分、高固形分濃度が求められ、溶剤系の最適な設計が求められる。
【００３０】
 銅フタロシアニン顔料と亜鉛フタロシアニン顔料では顔料そのものの溶解度が異なるた
め、分散に最適な溶剤も異なる。銅フタロシアニン顔料の分散に最適な溶剤では亜鉛フタ
ロシアニン顔料は親和性が良すぎてしまい、分散には適さない。
【００３１】
 溶剤（Ａ－１）及び溶剤（Ａ－２）からなる群から選ばれる１種類以上の溶剤を含む溶
剤（Ａ）は、顔料（Ｂ）と最適な親和性を持つため、顔料の微細分散、低粘度、及び良好
な経時粘度安定性を達成できる。
【００３２】
　溶剤（Ａ－１）は、前記一般式（１）において１≦ｍ≦３、及び２≦ｎ≦５であるとき
、溶剤（Ａ－２）は、前記一般式（２）においてＲが炭素原子数１～８のアルキル基であ
り、１≦ｐ≦３のときに、それぞれ顔料（Ｂ）との親和性が最適になる。溶剤（Ａ－１）
は、前記一般式（１）のｍ及びｎ、溶剤（Ａ－２）は、前記一般式（２）のＲ及びｐが、
前記の定義範囲を超えた値となると、顔料（Ｂ）との親和性が良すぎるか、悪すぎるため
、顔料の分散性は悪くなり、十分な微細化度合いが得られなくなったり、高粘度、経時粘
度の悪化等の不具合が生じる。
【００３３】
 本発明の着色組成物としてより好ましい形態としては、溶剤（Ａ－１）及び溶剤（Ａ－
２）から選ばれる一種類以上の溶剤が、全溶剤中６０重量％以上を占めることである。６
０重量％より少ないと、顔料に対する親和性を十分発現することができない。
【００３４】
 本発明の着色組成物としてより好ましい形態としては、溶剤（Ａ－１）及び溶剤（Ａ－
２）から選ばれる１種類以上の溶剤が、７６０ｍｍＨｇでの沸点が１７０℃以上の溶剤含
むことである。さらに、より好ましい形態としては、溶剤（Ａ－１）及び溶剤（Ａ－２）
からなる群から選ばれる１種類以上の溶剤が、７６０ｍｍＨｇでの沸点が１７０℃未満の
溶剤と、７６０ｍｍＨｇでの沸点が１７０℃以上の溶剤との混合物であり、７６０ｍｍＨ
ｇでの沸点が１７０℃未満の溶剤と、７６０ｍｍＨｇでの沸点が１７０℃以上の溶剤との
重量混合比が、０：１００～７０：３０であることである。７６０ｍｍＨｇでの沸点が１
７０℃以上の溶剤が、主溶剤でないと、インクジェット用インクに調製した場合に、十分
な吐出安定性が得られないことがある。分散安定性、粘度、あるいは乾燥性等の調節のた
め、７６０ｍｍＨｇでの沸点が１７０℃未満の溶剤を使うことがあっても、溶剤（Ａ－１
）及び溶剤（Ａ－２）からなる群から選ばれる１種類以上の溶剤中、７６０ｍｍＨｇでの
沸点が１７０℃未満の溶剤が３０重量％を超えると、十分な吐出安定性を維持することが
できないことがある。
【００３５】
 本発明に用いる溶剤（Ａ－１）としては、例えば、エチレングリコールジアセテート、
ジエチレングリコールジアセテート、トリエチレングリコールジアセテート、プロピレン
グリコールジアセテート、ジプロピレングリコールジアセテート、ブチレングリコールジ
アセテート、ペンタンジオールジアセテート等を挙げることができ、これらは、いずれも
、７６０ｍｍＨｇでの沸点が１７０℃以上である。
【００３６】
 ブチレングリコールジアセテートには、１，４－ブチレングリコールジアセテート、１
，３－ブチレングリコールジアセテート等が含まれる。ペンタンジオールジアセテートに
は、１，５－ペンタンジオールジアセテート等が含まれる。
【００３７】
 本発明に用いる溶剤（Ａ－２）としては、例えば、プロピレングリコールモノメチルエ
ーテルアセテート、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセテート等の７６０ｍｍ
Ｈｇでの沸点が１７０℃未満の溶剤、プロピレングリコールモノプロピルエーテルアセテ
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ート、プロピレングリコールモノブチルエーテルアセテート、ジプロピレングリコールモ
ノメチルエーテルアセテート、ジプロピレングリコールモノエチルエーテルアセテート、
ジプロピレングリコールモノプロピルエーテルアセテート、ジプロピレングリコールモノ
ブチルエーテルアセテート等の７６０ｍｍＨｇでの沸点が１７０℃以上の溶剤を挙げるこ
とができるが、特にプロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート若しくはジプロ
ピレングリコールモノメチルエーテルアセテートを好適に用いることができる。
【００３８】
 本発明の着色組成物として、さらに、より好ましい形態としては、７６０ｍｍＨｇでの
沸点が２４０℃以上、２５℃での表面張力が２６～３６ｍＮ／ｍである溶剤（Ａ－３）を
併用することである。この溶剤（Ａ－３）を併用することで、インクジェット用インクに
調製した場合に、ヘッド近傍での乾燥が抑制され、吐出安定性（特に間欠吐出性）が改善
される。７６０ｍｍＨｇでの沸点が２４０℃以上、２５℃での表面張力が２６～３６ｍＮ
／ｍである溶剤（Ａ－３）としては、前記溶剤（Ａ－１）及び溶剤（Ａ－２）の定義に含
まれる化合物を用いることもできるが、前記溶剤（Ａ－１）及び溶剤（Ａ－２）と異なる
場合、全溶剤中４０％未満の範囲で用いることができ、ジエチレングリコールモノｎ－ブ
チルエーテルアセテート、トリプロピレングリコールｎ－ブチルエーテル等が挙げられる
。
【００３９】
［顔料について］
 本発明の着色組成物を構成する顔料は、所望の色相に着色するものであり、耐熱性、耐
薬品性、耐液晶性、及び／又は耐光性に優れることが好ましい。
【００４０】
 本発明の着色組成物を構成する顔料（Ｂ）は、一般式（３）：
【００４１】
【化４】

［式中、中心金属元素ＭはＺｎであり、Ｘ1～Ｘ16は、それぞれ独立に、Ｈ、Ｃｌ、及び
Ｂｒからなる群から選ばれる元素である。］
で表される顔料、特に、ＸはＢｒである顔料を含むこと特徴としている。
【００４２】
 本発明の着色組成物を構成する顔料の好ましい形態としては、Ｘ中の平均水素原子数が
０以上２以下、Ｘ中の平均Ｃｌ元素数が０以上５以下、Ｘ中の平均Ｂｒ元素数が８以上１
６以下である。



(10) JP 4631949 B2 2011.2.16

10

20

30

40

50

【００４３】
 一般式（３）の代表的な顔料を、カラーインデックス（Ｃ．Ｉ．）ナンバーで示すと、
Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン５８等の緑色顔料を挙げることができる。
【００４４】
 本発明の着色組成物に含まれる顔料（Ｂ）には、主顔料である前記ハロゲン化亜鉛フタ
ロシアニン顔料だけでなく、色調節や補色目的で、他の緑色顔料や黄色顔料を併用するこ
とができる。併用できる緑色顔料をとしては、カラーインデックス（Ｃ．Ｉ．）ナンバー
で示すと、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン７、１０、３６、及び３７等が、黄色顔
料としては、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１、２、３、４、５、６、１０、１２
、１３、１４、１５、１６、１７、１８、２０、２４、３１、３２、３４、３５、３５：
１、３６、３６：１、３７、３７：１、４０、４２、４３、５３、５５、６０、６１、６
２、６３、６５、７３、７４、７７、８１、８３、８６、９３、９４、９５、９７、９８
、１００、１０１、１０４、１０６、１０８、１０９、１１０、１１３、１１４、１１５
、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２３、１２５、１２６、１２７、１２８
、１２９、１３７、１３８、１３９、１４７、１４８、１５０、１５１、１５２、１５３
、１５４、１５５、１５６、１６１、１６２、１６４、１６６、１６７、１６８、１６９
、１７０、１７１、１７２、１７３、１７４、１７５、１７６、１７７、１７９、１８０
、１８１、１８２、１８５、１８７、１８８、１９３、１９４、１９９等を、挙げること
ができる。
【００４５】
 顔料（Ｂ）の粒子径は、可視光の吸収係数（スペクトルの適正さ）及び透明性の点から
、可視光の波長に対して充分小さいことが好ましい。すなわち、顔料は、平均一次粒子径
が１０ｎｍ以上３００ｎｍ以下、特に１０ｎｍ以上１００ｎｍ以下であることが好ましい
。なお、一次粒子径とは、最小単位の顔料粒子の直径を言い、電子顕微鏡で測定される。
顔料の一次粒子径は、既知の分散装置、例えば、サンドミル、ニーダー、２本ロール等を
用いて適正な範囲内に制御することができる。
【００４６】
 着色組成物の顔料（Ｂ）の好ましい含有量は、着色組成物全重量に対して、１～３０重
量％である。
【００４７】
［分散樹脂について］
 本発明の着色組成物の顔料（Ｂ）の主顔料であるハロゲン化亜鉛フタロシアニン顔料は
、従来の銅フタロシアニン顔料に比べて酸性度が高い。そのため、亜鉛フタロシアニン顔
料の微細分散には、塩基性分散剤（Ｃ）が好適に使用でき、その着色組成物及びそれを用
いたインキジェットインキの低粘度化、経時安定性向上が実現できる。
【００４８】
 本発明の着色組成物に使用する塩基性分散剤（Ｃ）としては、公知の塩基性樹脂型分散
剤を用いることができる。市販の樹脂型分散剤としては具体的に以下のものが挙げられる
。
【００４９】
 ビックケミー社製　塩基性樹脂型分散剤としては、Ａｎｔｉ－Ｔｅｒｒａ－Ｕ、Ｕ１０
０、２０４、２０５、Ｄｉｓｐｅｒｂｙｋ－１０１、１０６、１０８、１０９、１１２、
１１６、１３０、１４０、１４２、１６１、１６２、１６３、１６４、１６６、１６７、
１６８、１８０、１８２、１８３、１８４、１８５、２０００、２００１、２０５０、２
０７０、２１５０、ＢＹＫ－９０７６、９０７７等が挙げられる。
【００５０】
 日本ルーブリゾール社製　塩基性樹脂型分散剤としては、ソルスパーズ９０００、１３
２４０、１３６５０、１３９４０、１７０００、１８０００、２００００、２４０００Ｓ
Ｃ、２４０００ＧＲ、２８０００、３１８４５、３２０００、３２５００、３２６００、
３３５００、３４７５０、３５１００、３５２００、３７５００、３８５００、４４００
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０、５５０００等が挙げられる。
【００５１】
 チバスペシャリティケミカルズ社製　塩基性樹脂型分散剤としては、ＥＦＫＡ－４００
８、４００９、４０１０、４０１５、４０２０、４０４６、４０４７、４０５０、４０５
５、４０６０、４０８０、４３００、４３３０、４４００、４４０１、４４０３、４４０
６、４５００、４５１０、４５２０、４５３０、４５７０、４８００、５０４４、５０５
４、５０５５、５０６３、５０６４、５０７１、５２０７、５２４４等が挙げられる。
【００５２】
 味の素ファインテクノ社製　塩基性樹脂型分散剤としては、アジスパーＰＢ－７１１、
ＰＢ８１１、ＰＢ８２１等が挙げられる。
【００５３】
 本発明の着色組成物から調製されるインクジェットインキを用いてカラーフィルタを製
造する場合には、カラーフィルタに透明性が要求されるため、可視光領域の４００～７０
０ｎｍの全波長領域において、本発明のインクジェットインキを構成する分散樹脂の透過
率が８０％以上であることが好ましく、９５％以上であることがより好ましい。
【００５４】
 さらに、本発明の着色組成物に用いられる塩基性分散剤（Ｃ）は、好ましくは、アクリ
ル重合鎖、ヒドロキシカルボン酸重合鎖、及びアルキレンオキシド重合鎖からなる群から
選ばれる１種類以上の部分構造と、ポリアリルアミン鎖、ポリエチレンイミン鎖、カチオ
ン性ポリウレタン鎖、及びカチオン性アクリル重合鎖からなる群から選ばれる１種類以上
のカチオン性の部分構造とを含む塩基性分散剤（Ｃａ）である。
【００５５】
 アクリル重合体鎖は、１種類以上の（メタ）アクリル酸アルキルモノマーを重合して得
られる。また、必要に応じて１種類以上の（メタ）アクリル酸アルキルモノマーと、その
他のビニル系モノマーとのブロック若しくはランダム共重合して得られる。
【００５６】
 その側鎖に光重合性基、熱反応性基、アニオン性基、環状脂肪族基、及び芳香族基等を
任意に導入することも可能である。
【００５７】
 ヒドロキシカルボン酸重合鎖は、ヒドロキシカルボン酸および／またはラクトンを原料
として、脱水反応または開環反応して得られる。
【００５８】
 アルキレンオキシド重合鎖は、ジオールおよび／または環状エーテルを脱水反応または
開環反応して得られる。
【００５９】
 ポリアリルアミン鎖は、アリルアミン塩酸塩をラジカル重合して得られるポリアリルア
ミン塩酸塩から付加塩を外して得られる。
【００６０】
 ポリエチレンイミン鎖は、エチレンイミンを開環重合して得られる。
【００６１】
 カチオン性ポリウレタン鎖は、ジアルキルアミノ基含有ジオールとジイソシアネートと
重付加反応して得られる。
【００６２】
 カチオン性アクリル重合鎖は、ジアルキルアミノ基含有（メタ）アクリレートモノマー
を他のモノマーとラジカル共重合して得られる。
【００６３】
 本発明の着色組成物に用いられる塩基性分散剤（Ｃ）は、更に好ましくは、ヒドロキシ
カルボン酸重合鎖からなる群から選ばれる１種類以上の部分構造と、ポリアリルアミン鎖
、ポリエチレンイミン鎖、及びカチオン性ポリウレタン鎖からなる群から選ばれる１種類
以上のカチオン性の部分構造とを含む塩基性分散剤（Ｃｂ）である。
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【００６４】
 また、塩基性分散剤（Ｃ）の構造としては、直鎖型と、主鎖骨格に側鎖を有する櫛型ど
ちらでも用いることができる。
【００６５】
 本発明の着色組成物で、特に好適に使用できる塩基性分散剤（Ｃ）は、片末端にカルボ
キシル基を有するヒドロキシカルボン酸重合鎖（ポリエステル〔ｃ－１〕）と、主鎖に一
級若しくは二級アミノ基を二個以上有するポリアリルアミン鎖若しくはポリエチレンイミ
ン鎖（ポリアミン〔ｃ－２〕）との縮合反応によって得られる櫛形塩基性分散剤（Ｃｃ）
であるが、それ以外の化学構造及び製造方法は特に限定されるものではない。
【００６６】
 例えば、片末端にカルボキシル基を有するポリエステル〔ｃ－１〕と主鎖に一級若しく
は二級アミノ基を二個以上有するポリアミン〔ｃ－２〕との縮合反応は、ポリエステル〔
ｃ－１〕とポリアミン〔ｃ－２〕を混合加熱し、脱水によるアミド化によって進行する。
その際の反応条件、即ちポリエステル〔ｃ－１〕とポリアミン〔ｃ－２〕の仕込み比、ポ
リエステル〔ｃ－１〕とポリアミン〔ｃ－２〕の分子量、アミド化反応の反応率等により
得られる樹脂型分散剤（Ｃ）の分子量、アミン価、及び酸価をコントロールすることがで
きる。
【００６７】
 塩基性分散剤（Ｃ）の数平均分子量は、１，０００～１００，０００が好ましい。塩基
性分散剤（Ｃ）の数平均分子量が１，０００より小さいと、分散効果や保存安定性が低下
し、１００，０００より大きいと、分散体の粘度増大や、種々の有機溶剤への溶解性が低
下して分散不良を招く。塩基性分散剤（Ｃ）のアミン価は５～１００、酸価は０～５０が
好ましい。アミン価と酸価は分散剤の溶解性と顔料への吸着性に大きな影響を及ぼし、こ
れら好適な範囲で最も大きな効果を得ることができる。
【００６８】
 片末端にカルボキシル基を有するポリエステル〔ｃ－１〕は、ヒドロキシカルボン酸若
しくはラクトンの自己縮合、又はヒドロキシカルボン酸とラクトンとの共縮合により得ら
れる。
【００６９】
 ヒドロキシカルボン酸としてはリシノール酸、リシノレン酸、９及び１０－ヒドロキシ
ステアリン酸の混合物、１２－ヒドロキシステアリン酸、ヒマシ油脂肪酸、水添ヒマシ油
脂肪酸、乳酸等が挙げられ、ラクトンとしては、ε－カプロラクトン、β－プロピオラク
トン、γ－ブチロラクトン、δ－バレロラクトン、β－メチル－δ－バレロラクトン、４
－メチルカプロラクトン、２－メチルカプロラクトン等が挙げられるが、最も好ましいの
は、１２－ヒドロキシステアリン酸とε―カプロラクトンとの共縮合物である。またこれ
らのポリエステルを縮合する際には重合停止剤としてヒドロキシ基を含まないカルボン酸
類、例えばカプロン酸、ラウリン酸、ステアリン酸、メトキシ酢酸等を添加しても構わな
い。
【００７０】
 本発明に使用するポリアミン〔ｂ－２〕としてはアミノ基を有するポリマーであれば特
に限定されないが、具体的にはポリエチレンイミン、ポリエチレンポリアミン、ポリアリ
ルアミン等を挙げることができる。ポリエチレンイミンはエチレンイミンを酸触媒存在下
で開環重合することで得られるポリアミンであり、ポリエチレンポリアミンは二塩化エチ
レンとアンモニアをアルカリ触媒存在下で重縮合することで得られるポリアミンである。
またポリアリルアミンは下記一般式（５）で示されるポリアミンである。
一般式（５）：
　Ｈ－［ＣＨ2－ＣＨ（ＣＨ2－ＮＨ2）］n7－Ｈ　　　　　（５）
［一般式（５）中ｎ７は２～１０００の整数を表す］
以上の観点から、本発明の着色組成物に使用できる前記の市販塩基性分散剤（Ｃ）として
、特に好適なものは、味の素ファインテクノ社製　アジスパーＰＢ８２１、日本ルーブリ
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ゾール社製　ソルスパーズ３２０００、チバスペシャリティケミカルズ社製　ＥＦＫＡ－
４３００、ビックケミー社製　Ｄｉｓｐｅｒｂｙｋ－１６１、更に特に好適なものとして
アジスパーＰＢ８２１、日本ルーブリゾール社製　ソルスパーズ３２０００が挙げられる
が、これらに限定されるものではない。
【００７１】
 本発明による着色組成物に含まれる顔料（Ｂ）と塩基性分散剤（Ｃ）との好ましい重量
比は、１００：３～１００：１５０である。
【００７２】
［顔料誘導体（Ｄ）について］
 本発明において、必要に応じて顔料誘導体を用いる事ができる。本発明に用いる事ので
きる顔料誘導体としては、例えば、下記一般式（４）で示されるものを用いることができ
る。
一般式（４）：
　Ｇ4－Ｊ4ｑ　　　　　（４）
（式中、Ｇ4は、ｑ価の色素原型化合物残基であり、Ｊ4は、塩基性置換基、酸性置換基、
又は中性置換基であり、ｑは、１～４の整数である。）
塩基性置換基としては、例えば、下記一般式（６）、一般式（７）、一般式（８）、又は
一般式（９）で示される置換基が挙げられる。
一般式（６）：
【００７３】
【化５】

（一般式（６）中、Ｘ61：－ＳＯ2－、－ＣＯ－、－ＣＨ2ＮＨＣＯＣＨ2－、－ＣＨ2－、
又は直接結合を表す。
ｎ６：１～１０の整数を表す。Ｒa6、Ｒb6：それぞれ独立に、置換されていてもよいアル
キル基、置換されていてもよいアルケニル基、置換されていてもよいフェニル基、又はＲ
a6とＲb6とで一体となって更なる窒素、酸素、又は硫黄原子を含む置換されていてもよい
複素環を表す。アルキル基及びアルケニル基の炭素数は１～１０が好ましい。）
一般式（７）：
【００７４】
【化６】

（一般式（７）中、
Ｒa7、Ｒb7：それぞれ独立に、置換されていてもよいアルキル基、置換されていてもよい
アルケニル基、置換されていてもよいフェニル基、又はＲa7、Ｒb7とで一体となって更な
る窒素、酸素、又は硫黄原子を含む置換されていてもよい複素環を表す。アルキル基及び
アルケニル基の炭素数は１～１０が好ましい。）
一般式（８）：
【００７５】
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【化７】

（一般式（８）中、
Ｘ81：－ＳＯ2－、－ＣＯ－、－ＣＨ2ＮＨＣＯＣＨ2－、－ＣＨ2－、又は直接結合を表す
。
Ｒa8：置換されていてもよいアルキル基、置換されていてもよいアルケニル基、又は置換
されていてもよいフェニル基を表す。アルキル基及びアルケニル基の炭素数は１～１０が
好ましい。
Ｒb8、Ｒc8、Ｒd8、Ｒe8：それぞれ独立に、水素原子、置換されていてもよいアルキル基
、置換されていてもよいアルケニル基、又は置換されていてもよいフェニル基を表す。ア
ルキル基及びアルケニル基の炭素数は１～５が好ましい。）
一般式（９）：
【００７６】
【化８】

（一般式（９）中、
Ｘ91：－ＳＯ2－、－ＣＯ－、－ＣＨ2ＮＨＣＯＣＨ2－、－ＣＨ2－、又は直接結合を表す
。
Ｙ9：－ＮＲa9－Ｚ9－ＮＲb9－又は直接結合を表す。
Ｒa9、Ｒb9：それぞれ独立に、水素原子、置換されていてもよいアルキル基、置換されて
いてもよいアルケニル基、又は置換されていてもよいフェニル基を表す。アルキル基及び
アルケニル基の炭素数は１～５が好ましい。
Ｚ9：置換されていてもよいアルキレン基、置換されていてもよいアルケニレン基、又は
置換されていてもよいフェニレン基を表す。アルキル基及びアルケニル基の炭素数は１～
８が好ましい。
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Ｐ9：下記一般式（９ａ）で示される置換基、又は下記一般式（９ｂ）で示される置換基
を表す。
Ｑ9：水酸基、アルコキシル基、前記一般式（７）で示される置換基、又は前記一般式（
８）で示される置換基を表す。）
一般式（９ａ）：
【００７７】
【化９】

（一般式（９ａ）中、
ｎ９：１～１０の整数を表す。
Ｒc9、Ｒd9：それぞれ独立に、置換されていてもよいアルキル基、置換されていてもよい
アルケニル基、置換されていてもよいフェニル基、又はＲc9とＲd9とで一体となって更な
る窒素、酸素、又は硫黄原子を含む置換されていてもよい複素環を表す。アルキル基及び
アルケニル基の炭素数は１～１０が好ましい。）
一般式（９ｂ）：
【００７８】

【化１０】

（一般式（９ｂ）中、
Ｒe9：置換されていてもよいアルキル基、置換されていてもよいアルケニル基、又は置換
されていてもよいフェニル基を表す。アルキル基及びアルケニル基の炭素数は１～１０が
好ましい。
Ｒf9、Ｒg9、Ｒh9、Ｒi9：それぞれ独立に、水素原子、置換されていてもよいアルキル基
、置換されていてもよいアルケニル基、又は置換されていてもよいフェニル基を表す。ア
ルキル基及びアルケニル基の炭素数は１～５が好ましい。）
酸性又は中性の置換基としては、例えば、下記一般式（１０）、一般式（１１）、又は一
般式（１２）で示される置換基が挙げられる。
一般式（１０）
【００７９】
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【化１１】

（一般式（１０）中、
Ｍ10：水素原子、カルシウム原子、バリウム原子、ストロンチウム原子、マンガン原子、
又はアルミニウム原子を表す。
ｌ10：Ｍ10の価数を表す。）
一般式（１１）
【００８０】

【化１２】

（一般式（１１）中、
Ｒa11、Ｒb11、Ｒc11、Ｒd11：水素原子又は炭素数１～３０のアルキル基を表す（但し、
全てが水素原子である場合は除く）。
一般式（１２）
【００８１】

【化１３】

（一般式（１２）中、
Ａ12：水素原子、ハロゲン原子、－ＮＯ2、－ＮＨ2、又はＳＯ3Ｈを表す。
ｋ12：１～４の整数を表す。）
【００８２】
 色素原型化合物（Ｇ4とは、一般に知られている色素骨格を有する化合物、及び可視光領
域にほとんど吸収を有さない、色素骨格に類似の骨格を有する化合物を指す。
色素原型化合物残基としては、例えば、ジケトピロロピロール系色素残基、アゾ系色素残
基（例えば、アゾ、ジスアゾ、ポリアゾ等）、フタロシアニン系色素残基、アントラキノ
ン系色素残基（例えば、ジアミノジアントラキノン、アントラピリミジン、フラバントロ
ン、アントアントロン、インダントロン、ピラントロン、ビオラントロン等）、キナクリ
ドン系色素残基、ジオキサジン系色素残基、ペリノン系色素残基、ペリレン系色素残基、
チオインジゴ系色素残基、イソインドリン系色素残基、イソインドリノン系色素残基、キ
ノフタロン系色素残基、スレン系色素残基、金属錯体系色素残基、アントラキノン残基、
又はトリアジン残基等が挙げられる。
【００８３】
 また、アントラキノン誘導体としては、上記塩基性、酸性、又は中性置換基を有するア
ントラキノンを用いることができる。また、トリアジン誘導体としては、例えば、アルキ
ル基（例えば、メチル基、エチル基等）、アミノ基、アルキルアミノ基（例えば、ジメチ
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ルアミノ基、ジエチルアミノ基、ジブチルアミノ基等）、ニトロ基、水酸基、アルコキシ
基（例えば、メトキシ基、エトキシ基、ブトキシ基等）、若しくはハロゲン（例えば、塩
素等）；メチル基、メトキシ基、アミノ基、ジメチルアミノ基、若しくは水酸基等で置換
されていてもよいフェニル基；又はメチル基、エチル基、メトキシ基、エトキシ基、アミ
ノ基、ジメチルアミノ基、ジエチルアミノ基、ニトロ基、若しくは水酸基等で置換されて
いてもよいフェニルアミノ基等の置換基を有していてもよい１，３，５－トリアジンに、
上記塩基性、酸性、又は中性置換基を導入した誘導体を用いることができる。
【００８４】
 本発明の着色組成物は、高固形分、高顔料濃度にて低粘度にすることが可能であり、グ
ラビアインキ、オフセットインキ、インクジェット、又は自動車用塗料等に用いる事がで
きるが、高着色力／高透過率な印刷物、塗工物が得られるため、特にカラーフィルタ基板
用として好適に使用できる。カラーフィルタ基板用としては、インクジェット方式用イン
クジェットインキ、フォトリソ方式用レジストインキ、又は転写方式用印刷インキ等に使
用できるが、溶剤（Ａ）の特性を生かし、特にインクジェットインキに好適に使用できる
。
【００８５】
 本発明の着色組成物に主顔料として使用されるハロゲン化亜鉛フタロシアニンは、従来
の銅フタロシアニンに比べて、酸性度が高く、カラーフィルタ製造後工程で使用される極
性溶媒に対する親和性が良いため、耐溶剤性や耐熱性が問題になる場合が多い。
【００８６】
 そのため、本発明の着色組成物からインクジェットインキを調整する際に、バインダー
樹脂（Ｅ）及び／又は熱反応性化合物（Ｆ）を配合するのが望ましい。
【００８７】
［バインダー樹脂（Ｅ）について］
 本発明の着色組成物から調製されるインクジェットインキには、バインダー樹脂（Ｅ）
を配合するのが望ましい。バインダー樹脂（Ｅ）は、熱可塑性樹脂であることが好ましい
。
【００８８】
 バインダー樹脂（Ｅ）に使用できる熱可塑性樹脂の例としては、石油系樹脂、マレイン
酸樹脂、ニトロセルロース、セルロースアセテートブチレート、環化ゴム、塩化ゴム、ア
ルキド樹脂、アクリル樹脂、ポリエステル樹脂、アミノ樹脂、ビニル樹脂、又はブチラー
ル樹脂等が挙げられる。
【００８９】
 １００℃以上、好ましくは１５０℃以上で、自己架橋する官能基、熱反応性化合物と反
応する官能基、熱反応性化合物（Ｆ）の架橋反応を促進させる官能基、及び熱反応性化合
物（Ｆ）と反応して架橋する官能基から選ばれる１種以上の官能基を有する樹脂も、イン
クジェットインキが常温で長期増粘せず貯蔵が可能で、かつ常温で長時間安定に吐出が可
能な条件を満たすことができるものであれば、使用することができる。
【００９０】
 自己架橋可能な官能基としては、水酸基とカルボキシル基との組み合わせ、アルコキシ
ル基、アルコキシシリル基、ブロック化イソシアネート基、又はブロック化カルボキシル
基とエポキシ基との組み合わせ、及び光重合性基等が挙げられる。
【００９１】
 熱反応性化合物（Ｆ）の架橋反応を促進させる官能基としては、カルボキシル基、スル
ホン酸基、及びリン酸基等が挙げられる。
【００９２】
 熱反応性化合物（Ｆ）と反応して架橋する官能基としては、水酸基、カルボキシル基、
又はエポキシ基等が挙げられる。
【００９３】
 架橋可能な官能基を有する樹脂としては、常温では全く反応せず、高温時のエステル化
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反応により樹脂が緩やかに架橋する、水酸基及びカルボキシル基を有するアクリル樹脂が
好ましい。水酸基及びカルボキシル基を有するアクリル樹脂は、例えば、水酸基を有する
モノマーとカルボキシル基を有するモノマーと水酸基及びカルボキシル基を有しないモノ
マーとを共重合することにより得られる。水酸基及びカルボキシル基は、自己架橋だけで
なく、熱反応性化合物（Ｆ）を使用する場合の架橋基あるいは架橋反応促進基としても有
効に利用することができる。
【００９４】
［熱反応性化合物（Ｆ）について］
 本発明の着色組成物から調製されるインクジェットインキには、熱反応性化合物（Ｆ）
を配合するのが望ましい。熱反応性化合物（Ｆ）は、単独あるいは樹脂バインダー（Ｅ）
との組み合わせで使用できる。本発明の着色組成物から調製されるインクジェットインキ
に用いることのできる熱反応性化合物（Ｆ）は、常温下では非反応性であるが、例えば、
１００℃以上（好ましくは１５０℃以上）の温度で、架橋反応、重合反応、重縮合反応、
又は重付加反応を示す化合物である。貯蔵時及び吐出時の安定性を優先させて、１５０～
２５０℃における反応性が鈍いものを選んだ場合でも、本発明の着色組成物で使用する酸
性度が高いハロゲン化亜鉛フタロシアニン顔料が反応促進剤となり、より高い耐久性を得
ることができる。
【００９５】
 本発明のインク組成物に用いることのできる前記熱反応性化合物の分子量は、特に限定
されるものではないが、好ましくは５０～２０００、より好ましくは１００～１０００で
ある。
【００９６】
 前記熱反応性化合物としては、例えば、メラミン化合物、ベンゾグアナミン化合物、エ
ポキシ化合物、オキセタン化合物、フェノール化合物、ベンゾオキサジン、ブロック化カ
ルボン酸化合物、ブロック化イソシアネート化合物、カルボジイミド化合物、アクリレー
ト系モノマー、又はシランカップリング剤を用いることができる。更に、前記熱反応性化
合物として、少なくともメラミン化合物及び／又はベンゾグアナミン化合物を含む事が好
ましい。メラミン化合物若しくはベンゾグアナミン化合物は、加熱処理後の変色が極めて
小さく、少ない添加量で高い耐性を付与できる為に、熱反応性化合物の添加量を低減する
事が可能となり、インキの高顔料濃度化や経時安定性の向上に繋がる。
【００９７】
 また、メラミン化合物及び／又はベンゾグアナミン化合物は、顔料の酸性度の硬化の影
響が顕著で、さらにバインダー樹脂が無くても、自己縮合により高耐性の硬化物を提供す
ることができる。
【００９８】
 メラミン化合物又はベンゾグアナミン化合物としては、例えば、イミノ基、メチロール
基、又はアルコキシメチル基を有するものが挙げられる。その中でも、アルコキシアルキ
ル基を含有するメラミン化合物又はベンゾグアナミン化合物が特に好ましい。アルコキシ
アルキル基を含有するメラミン化合物又はベンゾグアナミン化合物を用いた場合、本発明
の着色樹脂組成物を含有する塗料又はインキの保存安定性が著しく向上する。
【００９９】
 アルコキシアルキル基を含有するメラミン化合物又はベンゾグアナミン化合物としては
、例えば、ヘキサメトキシメチロールメラミン、ヘキサブトキシメチロールメラミン、テ
トラメトキシメチロールベンゾグアナミン、又はテトラブトキシメチロールベンゾグアナ
ミン等が挙げられるが、必ずしもこれらに限定されるものではない。
【０１００】
 メラミン化合物の市販品の具体例としては以下のものが挙げられる。但し、必ずしもこ
れらに限定されるものではない。
【０１０１】
 日本カーバイド社製ニカラックＭＷ－３０Ｍ、ＭＷ－３０、ＭＷ－２２、ＭＳ－２１、
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ＭＳ－１１、ＭＷ－２４Ｘ、ＭＳ－００１、ＭＸ－００２、ＭＸ－７３０、ＭＸ７５０、
ＭＸ－７０８、ＭＸ－７０６、ＭＸ－０４２、ＭＸ－０３５、ＭＸ－４５、ＭＸ－５００
、ＭＸ－５２０、ＭＸ－４３、ＭＸ－４１７、ＭＸ－４１０、ＭＸ－３０２、日本サイテ
ックスインダストリー社製サイメル３００、３０１、３０３、３５０、３７０、３２５、
３２７、７０３、７１２、０１、２８５、２３２、２３５、２３６、２３８、２１１、２
５４、２０４、２０２、２０７、マイコート５０６、５０８、２１２、７１５等が挙げら
れる。
【０１０２】
 その中でも好適なのは、アルコキシアルキル基含有のメラミン化合物である、日本カー
バイド社製ニカラックＭＷ－３０Ｍ、ＭＷ－３０、ＭＷ－２２、ＭＳ－２１、ＭＸ－４５
、ＭＸ－５００、ＭＸ－５２０、ＭＸ－４３、ＭＸ－３０２、日本サイテックスインダス
トリー社製サイメル３００、３０１、３０３、３５０、２８５、２３２、２３５、２３６
、２３８、マイコート５０６である。
【０１０３】
 ベンゾグアナミン化合物の市販品の具体例としては、例えば、日本カーバイド社製ニカ
ラックＢＸ－４０００、ＳＢ－４０１、ＢＸ－３７、ＳＢ－３５５、ＳＢ－３０３、ＳＢ
３０１、ＢＬ－６０、ＳＢ－２５５、ＳＢ－２０３、ＳＢ－２０１、日本サイテックスイ
ンダストリー社製サイメル１１２３、マイコート１０５、１０６、１１２８等が挙げられ
る。
【０１０４】
 その中でも好適なのは、アルコキシアルキル基含有のベンゾグアナミン化合物である、
日本カーバイド社製ニカラックＢＸ－４０００、ＳＢ－４０１、日本サイテックスインダ
ストリー社製サイメル１１２３である。
【０１０５】
 その他、有効な熱反応性化合物について、以下に挙げるが、必ずしもこれらに限定され
るものではない。
【０１０６】
 エポキシ化合物としては、例えば、ビスフェノールフルオレンジグリシジルエーテル、
ビスクレゾールフルオレンジグリシジルエーテル、ビスフェノキシエタノールフルオレン
ジグリシジルエーテル、ネオペンチルグリコールジグリシジルエーテル、１，６－ヘキサ
ンジオールジグリシジルエーテル、グリセロールポリグリシジルエーテル、トリメチロー
ルプロパンポリグリシジルエーテル、ペンタエリスリトールポリグリシジルエーテル、ジ
グリセロールポリグリシジルエーテル、ソルビトールポリグリシジルエーテル、ジグリシ
ジルテレフタレート、ジグリシジルｏ－フタレート、エチレングリコールジグリシジルエ
ーテル、ジエチレングリコールジグリシジルエーテル、ポリエチレングリコールジグリシ
ジルエーテル、又はポリプロピレングリコールジグリシジルエーテル等のポリオールのグ
リシジルエーテル、又はポリグリシジルイソシアヌレート等を挙げることができるが、必
ずしもこれらに限定されるものではない。
【０１０７】
 オキセタン化合物としては、例えば、３－エチル－３－ヒドロキシメチルオキセタン、
１，４－ビス［〔（３－エチルオキセタン－３－イル）メトキシ〕メチル］ベンゼン、ビ
ス〔１－エチル（３－オキセタニル）〕メチルエーテル、３－エチル－３－（２－エチル
ヘキシロキシメチル）オキセタン、３－エチル－３－（フェノキシメチル）オキセタン、
３－エチル－３－（シクロヘキシロキシ）メチルオキセタン、オキセタニルシルセスキオ
キサン、オキセタニルシリケート、フェノールノボラックオキセタン、１，３－ビス〔（
３－エチルオキセタン－３－イル）メトキシ〕ベンゼン、１，４－ビス［〔（３－エチル
オキセタン－３－イル）メトキシ〕メチル］ビフェニル、１－エチル－３－オキセタニル
メチルメタクリレート、又はベンゼン－１，４－ジカルボン酸ビス〔１－エチル（３－オ
キセタニル）メチル〕エステル等を挙げることができるが、必ずしもこれらに限定される
ものではない。
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【０１０８】
 フェノール化合物としては、例えば、フェノール類とアルデヒド類を酸性触媒下で反応
させたノボラック型フェノール化合物、塩基性触媒下で反応させたレゾール型フェノール
化合物どちらも用いることができる。フェノール類としては、例えば、オルトクレゾール
、パラクレゾール、パラフェニルフェノール、パラノニルフェノール、２，３－キシレノ
ール、フェノール、メタクレゾール、３，５－キシレノール、レゾルシノール、カテコー
ル、ハイドロキノン、ビスフェノールＡ、ビスフェノールＦ、ビスフェノールＢ、ビスフ
ェノールＥ、ビスフェノールＨ、又はビスフェノールＳ等を挙げることができるが、必ず
しもこれらに限定されるものではない。アルデヒド類としては、ホルムアルデヒド、又は
アセトアルデヒドを挙げることができるが、必ずしもこれらに限定されるものではない。
フェノール類とアルデヒド類は、それぞれ１種を単独で、又は２種以上を混合して用いら
れる。
【０１０９】
 ベンゾオキサジン化合物の市販品の具体例としては、例えば、四国化成工業社製ベンゾ
オキサジンＰ－ｄ型、ベンゾオキサジンＦ－ａ型等を挙げることができるが、必ずしもこ
れらに限定されるものではない。
【０１１０】
 ブロック化カルボン酸化合物としては、以下のカルボン酸化合物とブロック剤の組み合
わせを挙げることができる。
【０１１１】
 カルボン酸化合物としては、例えば、１，２－フタル酸、１，３－フタル酸、１，４－
フタル酸、１，２，４－トリメリット酸、ピロメリット酸、シクロヘキサンジカルボン酸
、コハク酸、アジピン酸、ブタンテトラカルボン酸、マレイン酸、フマル酸、イタコン酸
、Ｃ１－ＣＩＣ酸、ＣＩＣ酸、Ｃ３－ＣＩＣ酸、又はＢｉｓ－ＣＩＣ酸等を挙げることが
できるが、必ずしもこれらに限定されるものではない。
【０１１２】
 ブロック剤としては、例えば、エチルビニルエーテル、ｎ－プロピルビニルエーテル、
イソプロピルビニルエーテル、ｎ－ブチルビニルエーテル、イソブチルビニルエーテル、
ｔ－ブチルビニルエーテル、又は２－エチルヘキシルビニルエーテル等を挙げることがで
きるが、必ずしもこれに限定されるものではない。また、１種を単独で、あるいは２種以
上を併用して用いられる。
【０１１３】
 ブロック化イソシアネート化合物としては、以下のイソシアネート化合物とブロック剤
の組み合わせを挙げることができる。
【０１１４】
 ブロック化イソシアネート化合物としては、例えば、イソシアネート化合物として例え
ば、ヘキサメチレンジイソシアネート、イソホロンジイソシアネート、トルイジンイソシ
アネート、ジフェニルメタン－４，４’－ジイソシアネート、ジフェニルメタン－２，４
’－ジイソシアネート、ビス（４－イソシアネートシクロヘキシル）メタン、又はテトラ
メチルキシリレンジイソシアネート等のジイソシアネート、これらジイソシアネートのイ
ソシアヌレート体、トリメチロールプロパンアダクト型、ビウレット型、又はイソシアネ
ート残基を有するプレポリマー（ジイソシアネートとポリオールから得られる低重合体）
及びイソシアネート残基を有するウレトジオン等を挙げることができるが、必ずしもこれ
に限定されるものではない。
【０１１５】
 ブロック剤としては、例えば、フェノール（解離温度１８０℃以上）、ε－カプロラク
タム（解離温度１６０～１８０℃）、オキシム（解離温度１３０～１６０℃）、又は活性
メチレン（１００～１２０℃）等を挙げることができるが、必ずしもこれに限定されるも
のではない。また、１種を単独で、あるいは２種以上を併用して用いられる。
【０１１６】
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 カルボジイミド化合物の市販品の具体例としては、例えば、日清紡社製カルボジライト
Ｖ－０１、Ｖ－０３、Ｖ－０５等を挙げることができるが、必ずしもこれらに限定される
ものではない。
【０１１７】
 アクリレートモノマーとしては、例えば、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ
）アクリレート、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル
（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、β－カルボキシエチル（
メタ）アクリレート、ポリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、１，６－ヘキサ
ンジオールジ（メタ）アクリレート、グリセリンジ（メタ）アクリレート、トリエチレン
グリコールジ（メタ）アクリレート、トリプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート
、ネオペンチルグリコール変性トリメチロールプロパンジ（メタ）アクリレート、トリメ
チロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリ
レート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、１，６－ヘキサンジオール
ジグリシジルエーテルジ（メタ）アクリレート、ビスフェノールＡジグリシジルエーテル
ジ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコールジグリシジルエーテルジ（メタ）アク
リレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、カプロラクトン変性ジ
ペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、トリシクロデカニル（メタ）アクリ
レート、エステルアクリレート、メチロール化メラミンの（メタ）アクリル酸エステル、
エポキシ（メタ）アクリレート、又はウレタンアクリレート等の各種アクリル酸エステル
又はメタクリル酸エステル、（メタ）アクリル酸、スチレン、酢酸ビニル、ヒドロキシエ
チルビニルエーテル、エチレングリコールジビニルエーテル、ペンタエリスリトールトリ
ビニルエーテル、（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ヒドロキシメチル（メタ）アクリルアミ
ド、Ｎ－ビニルホルムアミド、又はアクリロニトリル等を挙げることができるが、必ずし
もこれらに限定されるものではない。
【０１１８】
 アクリレートモノマーを用いる場合には、更に硬化性を向上させる目的で、重合開始剤
を用いることができる。重合開始剤としては、加熱時に硬化性を向上させる目的で熱重合
開始剤を用いてもよい。熱重合開始剤としては、有機過酸化物系開始剤、アゾ系開始剤等
を挙げることができる。
【０１１９】
 シランカップリング剤としては、例えば、ビニルトリス（β－メトキシエトキシ）シラ
ン、ビニルエトキシシラン、又はビニルトリメトキシシラン等のビニルシラン類、γ－メ
タクリロキシプロピルトリメトキシシラン等の（メタ）アクリルシラン類、β－（３，４
－エポキシシクロヘキシル）エチルトリメトキシシラン、β－（３，４－エポキシシクロ
ヘキシル）メチルトリメトキシシラン、β－（３，４－エポキシシクロヘキシル）エチル
トリエトキシシラン、β－（３，４－エポキシシクロヘキシル）メチルトリエトキシシラ
ン、γ－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン、又はγ－グリシドキシプロピルトリ
エトキシシラン等のエポキシシラン類、Ｎ－β（アミノエチル）γ－アミノプロピルトリ
メトキシシラン、Ｎ－β（アミノエチル）γ－アミノプロピルトリエトキシシラン、Ｎ－
β（アミノエチル）γ－アミノプロピルメチルジエトキシシラン、γ－アミノプロピルト
リエトキシシラン、γ－アミノプロピルトリメトキシシラン、Ｎ－フェニル－γ－アミノ
プロピルトリメトキシシラン、又はＮ－フェニル－γ－アミノプロピルトリエトキシシラ
ン等のアミノシラン類、γ－メルカプトプロピルトリメトキシシラン、又はγ－メルカプ
トプロピルトリエトキシシラン等のチオシラン類等を挙げることができる。
【０１２０】
 これらの熱反応性化合物のうち、メラミン化合物又はベンゾグアナミン化合物が、本発
明のインク組成物中に１重量％～４０重量％の量で含有されていることが好ましい。また
、エポキシ化合物、フェノール化合物、ブロック化イソシアネート化合物、又はアクリレ
ートモノマー類等については本発明のインク組成物中に１重量％～４０重量％の量で含有
されていることが好ましい。また、シランカップリング剤は本発明のインク組成物中に０
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．１重量％～４０重量％の量で含有されていることが好ましい。含有量が不足すると、耐
熱性、又は耐薬品性に劣る場合がある。また、含有量が４０％より多くなると、粘度の増
加、又は保存安定性の低下が生じる場合がある。
【０１２１】
［物性等について］
 本発明の着色組成物において、固形分含有量は、組成物全重量に対して、好ましくは３
～６０重量％、より好ましくは４～４０重量％である。固形分含有量が３重量％未満にな
ると、着色組成物から調製したインク皮膜の濃度や耐性が不足し、６０重量％を超えると
着色組成物の粘度が上昇し、経時安定性が低下することがある。
【０１２２】
 本発明の着色組成物の粘度としては、２５℃で２ｍＰａ・ｓ以上１００ｍＰａ・ｓ以下
が好ましく、３ｍＰａ・ｓ以上５０ｍＰａ・ｓ以下、更には３ｍＰａ・ｓ以上４０ｍＰａ
・ｓ以下がより好ましい。着色組成物の粘度が大きすぎると、着色組成物から調製したイ
ンクジェットインクの粘度も大きくなり、該インクを連続して吐出する場合に、安定した
吐出ができない。また本発明の着色組成物から調製したインクジェットインキの粘度とし
ては、３ｍＰａ・ｓ以上４０ｍＰａ・ｓ以下が好ましい。
【０１２３】
 本発明の着色組成物の平均分散粒子径としては、５ｎｍ以上２００ｎｍ以下が好ましく
、１０ｎｍ以上１００ｎｍ以下がより好ましい。着色組成物の平均分散粒子径が大きすぎ
ると、着色組成物のから調製したインクジェットインキを吐出する場合に、ヘッドが目詰
まりを起こしやすく、安定した吐出ができない。また平均分散粒子径が小さすぎると、再
凝集を引き起こし易くなり、経時安定性が悪化する。
【０１２４】
 本発明の着色組成物から調製されるインクジェットインキの表面張力としては、２０ｍ
Ｎ／ｍ以上４０ｍＮ／ｍ以下が好ましく、２４ｍＮ／ｍ以上３５ｍＮ／ｍ以下がより好ま
しい。表面張力が高すぎるとヘッドからインキが安定して吐出することができず、逆に表
面張力が低すぎるとヘッドから吐出後インキが液滴を形成することができなくなる。
【０１２５】
 本発明の着色組成物及び該着色組成物から調製されるインクジェットインキの製造は、
前記分散樹脂、前記顔料、前記熱反応性化合物、及び前記有機溶剤、並びに必要に応じて
前記バインダー樹脂及び／又は顔料誘導体を通常の分散機に投入し、所望の平均粒子径・
粒度分布になるまで分散することにより行うことができる。着色組成物及びインクジェッ
トインキの原料は、一括して混合・分散してもよいし、それぞれの原料の特性や経済性を
考慮して別々に混合・分散してもよい。インクジェットインキの粘度が高過ぎ、希釈が必
要な場合には、インキ原液に希釈用の液状媒体を加えて均一に攪拌し、インクジェットイ
ンキを調製することもできる。
【０１２６】
 分散機としては、サンドミル、ビーズミル、アジテータミル、ダイノミル、又はコボル
ミル等が好適である。それぞれの分散機において、顔料分散に適切な粘度領域がある場合
には、各種樹脂成分と顔料との比率を変えて粘度を調整することができる。着色組成物及
びインクジェットインキは、分散機で分散後に、粗大粒子や異物除去を目的にフィルタや
遠心法により濾過することが好ましい。
【０１２７】
 本発明の着色組成物を製造する際には、更に、界面活性剤型分散剤や、アントラキノン
誘導体、及び／又はトリアジン誘導体を用いることができる。界面活性剤型顔料分散剤と
しては、例えば、ナフタレンスルホン酸ホルマリン縮合物塩、芳香族スルホン酸ホルマリ
ン縮合物、ポリオキシエチレンアルキルリン酸エステル、ポリオキシエチレンノニルフェ
ニルエーテル、又はステアリルアミンアセテート等を挙げることができる。
【０１２８】
 本発明の着色組成物から調製されるインクジェットインキには、前記の粘度、平均粒子
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径、又は表面張力となる範囲で、種々の添加剤を含有させることができる。例えば、イン
キの基板への濡れ性を制御するために、界面活性剤を含有させることができる。界面活性
剤を選択する際には、その他のインキ構成成分との相溶性を考慮する必要がある。界面活
性剤には、アニオン性、カチオン性、両性、又は非イオン性のものがあり、好適なものを
選択すればよい。
【０１２９】
　また、本発明のインキジェットインキには、前記の粘度、平均粒子径、又は表面張力と
なる範囲で、アルコール系溶剤、グリコール系溶剤、エステル系溶剤、及び／又はケトン
系溶剤等の有機溶剤を添加する事ができる。
【０１３０】
　本発明の着色組成物から調製されるインクジェットインキは、高い顔料濃度でありなが
ら低粘度であるため吐出安定性に優れ、顔料含有量が通常のインクジェットインキに比べ
多いために吐出量を少なくすることができることから、カラーフィルタ基板用をはじめ、
高い印字濃度が望まれている印刷物の生産性及び品位を向上させることができる。特に、
本発明のインクジェット記録用インキ組成物は、高い生産性及び品位が求められるカラー
フィルタ基板の製造に好適である。
【０１３１】
　また、本発明の着色組成物から調製されるインクジェットインキは、顔料が高濃度に分
散されているので、インキ組成物が深さ方向に浸透する紙や横方向への濡れ広がるプラス
ティック、ガラス、又は金属であっても、印字濃度を高くできる。更に、吐出量を抑える
ことができるので、受容層のインキ受容量を超えるためインキが流出して混色したり、ド
ット形状が真円とならなかったことも回避することができるので、従来のインクジェット
印刷では制限された用途にも用いることができる。
【０１３２】
［カラーフィルタ基板について］
　本発明の着色組成物から調製される緑色インクジェットインキを、赤色インクジェット
インキ及び青色インクジェットインキと一緒に用いて、インクジェット法により、カラー
フィルタ基板を製造することができる。カラーフィルタ基板は、例えば、薄型テレビジョ
ン等に利用されている液晶ディスプレイパネルに利用することができる。
【０１３３】
　カラーフィルタ基板は所望の色相のフィルタセグメントを具備するものであり、フィル
タセグメントは、ブラックマトリックスが形成された基板のブラックマトリックスで区分
けされた領域内に、インクジェット法によりカラーフィルタ用インクジェットインキを各
色吐出することにより形成される。
【０１３４】
　本発明の着色組成物を用いた緑色インクジェットインキ以外の、赤色インクジェットイ
ンキ及び青色インクジェットインキは、以下の顔料を用いて得られる着色組成物から調整
される。
【０１３５】
　赤色インクジェットインキには、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド７、９、１４、４
１、４８：１、４８：２、４８：３、４８：４、８１：１、８１：２、８１：３、９７、
１２２、１２３、１４６、１４９、１６８、１７７、１７８、１８０、１８４、１８５、
１８７、１９２、２００、２０２、２０８、２１０、２１５、２１６、２１７、２２０、
２２３、２２４、２２６、２２７、２２８、２４０、２４６、２５４、２５５、２６４、
２７２等の赤色顔料を用いることができる。
【０１３６】
　赤色インクジェットインキには、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１、２、３、４
、５、６、１０、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、２０、２４、３１、３２
、３４、３５、３５：１、３６、３６：１、３７、３７：１、４０、４２、４３、５３、
５５、６０、６１、６２、６３、６５、７３、７４、７７、８１、８３、８６、９３、９
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４、９５、９７、９８、１００、１０１、１０４、１０６、１０８、１０９、１１０、１
１３、１１４、１１５、１１６、１１７、１１８、１１９、１２０、１２３、１２５、１
２６、１２７、１２８、１２９、１３７、１３８、１３９、１４７、１４８、１５０、１
５１、１５２、１５３、１５４、１５５、１５６、１６１、１６２、１６４、１６６、１
６７、１６８、１６９、１７０、１７１、１７２、１７３、１７４、１７５、１７６、１
７７、１７９、１８０、１８１、１８２、１８５、１８７、１８８、１９３、１９４、１
９９等の黄色顔料、及び／又は、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ３６、４３、５１
、５５、５９、６１等のオレンジ顔料を併用することができる。
【０１３７】
　青色インクジェットインクには、例えば、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５、１５：１、
１５：２、１５：３、１５：４、１５：６、１６、２２、６０、６４等の青色顔料を用い
ることができる。青色インクジェットインクには、Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット１、
１９、２３、２７、２９、３０、３２、３７、４０、４２、５０等の紫色顔料を併用する
ことができる。
【０１３８】
　基板としては、ガラス板や、ポリカーボネート、ポリメタクリル酸メチル、ポリエチレ
ンテレフタレート等の樹脂板を用いることができる。ブラックマトリックスは、例えば、
ラジカル重合型のブラックレジストを塗布し、露光、そして現像してパターニングするフ
ォトリソグラフィー法、黒色インクを印刷する印刷法、又は金属を蒸着したのちエッチン
グする蒸着法等により基板上に形成することができる。
【実施例】
【０１３９】
　以下、実施例によって本発明を具体的に説明するが、これらは本発明の範囲を限定する
ものではない。以下の実施例及び比較例中、部及び％は、重量部及び重量％を表す。実施
例及び比較例で用いた顔料、顔料誘導体、溶剤及び樹脂溶液を以下に示す。また、実施例
及び比較例における分散処方及び最終的なインク組成を表１～７に示す。
【０１４０】
［Ａ］溶剤
・７６０ｍｍＨｇでの沸点が１７０℃以上の溶剤（Ａ－１）
１）ＥＧＤＡ：エチレングリコールジアセテート
２）ＤＥＧＤＡ：ジエチレングリコールジアセテート
３）ＴＥＧＤＡ：トリエチレングリコールジアセテート
４）ＰＧＤＡ：プロピレングリコールジアセテート
５）ＤＰＧＤＡ：ジプロピレングリコールジアセテート
６）１４ＢＧＤＡ：１，４－ブチレングリコールジアセテート
７）１３ＢＧＤＡ：１，３－ブチレングリコールジアセテート
８）１５ＰｔＧＤＡ：１，５－ペンタンジオールジアセテート
・７６０ｍｍＨｇでの沸点が１７０℃未満の溶剤（Ａ－２）
９）ＰＧＭＡｃ：プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート
・７６０ｍｍＨｇでの沸点が１７０℃以上の溶剤（Ａ－２）
１０）ＤＰＭＡ：ジプロピレングリコールメチルエーテルアセテート
・溶剤（Ａ－１）、溶剤（Ａ－２）以外の７６０ｍｍＨｇでの沸点が１７０℃以上の溶剤
１１）ＣＢＡｃ：ジエチレングリコールモノエチルエーテルアセテート
１２）ＢｕＣＢＡｃ：ジエチレングリコールモノブチルエーテルアセテート
１３）ＴＰＭ：トリプロピレングリコールメチルエーテル
１４）ＴＰＮＢ：トリプロピレングリコールブチルエーテル
１５）１６ＨＤＤＡ：１，６－ヘキサンジオールジアセテート
・溶剤（Ａ－１）、溶剤（Ａ－２）以外の７６０ｍｍＨｇでの沸点が１７０℃未満の溶剤
１６）アノン：シクロヘキサノン
１７）酢酸ブチル
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【０１４１】
［Ｂ］顔料
・顔料（Ｂ）
１）ＰＧ５８：Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ　５８（ハロゲン化亜鉛フタロシア
ニン顔料）・ハロゲン化亜鉛フタロシアニン以外の顔料
２）ＰＧ３６：Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ　３６（ハロゲン化銅フタロシアニ
ン顔料）
３）ＰＹ１５０：Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１５０（アゾ系顔料）
４）ＰＹ１３８：Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１３８（キノフタロン系顔料
）
【０１４２】
［Ｃ］分散剤
・塩基性分散剤（Ｃ）
（Ｃ－１）片末端にカルボキシル基を有するヒドロキシカルボン酸重合鎖と、主鎖に一級
若しくは二級アミノ基を二個以上有するポリアリルアミン鎖若しくはポリエチレンイミン
鎖との縮合反応によって得られる櫛形塩基性分散剤（Ｃｃ）
１）ＰＢ８２１：味の素ファインテクノ社製　アジスパーＰＢ－８２１（固形分１００％
）
２）ＳＰ３２０００：アビシア社製　Ｓｏｌｓｐｅｒｓｅ－３２０００（固形分１００％
）
（Ｃ－２）（Ｃｃ）を除く塩基性分散剤
３）ＥＦＫＡ４３００：チバスペシャリティケミカルズ社製　ＥＦＫＡ－４３００（固形
分８１％　ＰＧＭＡｃ）
４）ＢＹＫ１６１：ビックケミー社製　Ｄｉｓｐｅｒｂｙｋ－１６１（固形分３０％　Ｐ
ＧＭＡｃ／酢酸ブチル）
・酸性分散剤
５）ＰＡ１１１：味の素ファインテクノ社製　アジスパーＰＡ－１１１（固形分１００％
）
６）ＢＹＫ１１１：ビックケミー社製　Ｄｉｓｐｅｒｂｙｋ－１１１（固形分＞９０％）
７）ＳＰ２４０００：アビシア社製　Ｓｏｌｓｐｅｒｓｅ－２４０００（固形分１００％
）
８）Ｊ６７８：ＢＡＳＦジャパン社製　ジョンクリル－６７８（固形分１００％）
【０１４３】
　アジスパーＰＢ－８２１、ＥＦＫＡ－４３００、Ｓｏｌｓｐｅｒｓｅ－３２０００、ア
ジスパーＰＡ－１１１、Ｄｉｓｐｅｒｂｙｋ－１１１、Ｓｏｌｓｐｅｒｓｅ－２４０００
、ジョンクリル－６７８の使用の際は、着色組成物の主溶剤に溶解し、固形分３０％の溶
液にして使用した。
【０１４４】
［Ｄ］顔料誘導体
・顔料誘導体（Ｄ）
顔料誘導体〔ＢＤ－１〕
一般式（１３）：
【０１４５】
【化１４】

で表される化合物。
【０１４６】
［Ｅ］バインダー樹脂
・バインダー樹脂（Ｅ）
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Ｊ８０４：ＢＡＳＦジャパン社製アクリル樹脂ジョンクリル－８０４（酸価１５、ＯＨ基
価４５、重量平均分子量１２，５００、固形分１００％）
着色組成物の主溶剤に溶解し、固形分３０％の溶液にして使用した。
【０１４７】
［Ｆ］熱反応性化合物
・熱反応性化合物（Ｆ）
１）ＭＸ－４３：日本カーバイド社製アルコキシアルキル基含有メラミン化合物　ニカラ
ックＭＸ－４３
２）ＭＸ－４１７：日本カーバイド社製イミノ基・メチロール基含有メラミン化合物　ニ
カラックＭＸ－４１７
３）ＳＢ－４０１：日本カーバイド社製アルコキシアルキル基含有ベンゾグアナミン化合
物
　ニカラックＳＢ－４０１
４）ＢＬ－６０：日本カーバイド社製イミノ基・メチロール基含有ベンゾグアナミン化合
物
　ニカラックＢＬ－６０
５）Ｍ－４００：東亞合成社製アクリルモノマー　アロニックスＭ－４００
６）ＢＬ－４２６５：住化バイエルウレタン社製イソシアネート化合物　デスモジュール
ＢＬ－４２６５
７）ＥＰＰＮ－２０１：日本化薬社製　エポキシ化合物ＥＰＰＮ―２０１
【０１４８】
《実施例１》
　顔料（Ｂ）としてＰＧ８５　１００部、塩基性分散剤（Ｃ）としてＰＢ－８２１（固形
分３０％溶液）　１３３部、溶剤（Ａ－１）としてＥＧＤＡ　３０７部をミキサーに入れ
て混合し、更にサンドミルに入れて分散を行い、着色組成物を得た。更に熱反応性化合物
（Ｆ）としてメラミン化合物（ＭＸ－４３）　２０部、溶剤（Ａ－１）として１５ＰｔＧ
ＤＡ　２５０部を加えホモディスパーにて混合した。ゴミや粗大物をフィルタ濾過し、顔
料濃度２０％のインクジェットインキを得た。
【０１４９】
《実施例２～４２、及び比較例１～２６》
　実施例１と同様にして、表１～９の組成表内の実施例２～３４、比較例１～２６の組成
になるように分散、及び調液を行い着色組成物、及びインクジェットインキを得た。
また、実施例１と同様にして、表１９の組成表内の実施例３５～４２の組成になるように
分散、及び調液を行い着色組成物、及びインクジェットインキを得た。
【０１５０】
　なお、表１～９及び表１９の組成表内の数値は、実質的に使用した重量部を示す。主溶
剤に溶解して使用している材料は、固形分（重量部）を示し、溶解に使用した主溶剤（重
量部）は、主溶剤に加算して示している。
【０１５１】
　すなわち、実施例１を例にとると、表１では、顔料（Ｂ）ＰＧ８５は、１００（重量部
）、塩基性分散剤（Ｃ）ＰＢ－８２１は、４０（重量部）、溶剤（Ａ－１）ＥＧＤＡは、
４００（重量部）、熱反応性化合物（Ｆ）ＭＸ－４３は、２０（重量部）、溶剤（Ａ－１
）１５ＰｔＧＤＡは、２５０（重量部）と示される。
【０１５２】
　実施例１～４２及び比較例１～２６で得られた着色組成物の粘度及び流動性、経時安定
性、平均粒径、ヘイズを下記の方法で評価した。結果を表１０～１８、２０に示す。また
、実施例１～４２及び比較例１～２６で得られたインクを、４～１０ＫＨｚの周波数変化
が可能なピエゾヘッドを有するインクジェットプリンターで吐出し、下記の方法で吐出安
定性を評価した。結果を表２１～３０に示す。
【０１５３】
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［粘度］
　動的粘弾性測定装置により、ずり速度１００（１／ｓ）の粘度（η：ｍＰａ・ｓ）を測
定し、以下の基準で評価した。
　○：η＜４０
　△：４０≦η＜５０
×：５０≦η
【０１５４】
［流動性］
　動的粘弾性測定装置により、ずり速度１０（１／ｓ）の粘度（ηａ：ｍＰａ・ｓ）を測
定し、先に測定したずり速度１００（１／ｓ）の粘度（η：ｍＰａ・ｓ）との比ηａ／η
を求め、下記の基準で流動性を評価し、以下の基準で評価した。
　○：０．９≦ηａ／η＜１．５
　×：１．５≦ηａ／η
【０１５５】
［保存安定性］
　４５℃のオーブンで、７日間加熱後粘度を測定し、以下の基準で評価した。
　○：加熱前の粘度と比して増粘率≦１０％
　×：加熱前の粘度と比して増粘率＞１０％
【０１５６】
［平均粒径］
　平均粒径［Ｄ］は、着色組成物０．００１ｇを該着色組成物の主溶剤３０ｇで希釈して
測定試料を調整し、レーザードップラー法粒度分布測定装置（日機装（株）製、ＵＰＡ－
ＥＸ１５０）を用いて測定し、以下の基準で評価した。
　○：１０ｎｍ≦［Ｄ］＜１００ｎｍ
　△：１００ｎｍ≦［Ｄ］＜２００ｎｍ
　×：［Ｄ］≧２００ｎｍ
【０１５７】
［ヘイズ］
　スピンコーターを用い、１５００ｒｐｍにてガラスに塗工した基板を、ホットプレート
にて１００℃３分間乾燥し、塗工面のヘイズをヘイズメーター（日本電色工業株式会社製
）にて測定し、以下の基準で評価した。
　○：［ヘイズ］＜３
　△：３≦［ヘイズ］＜４．５
　×：［ヘイズ］≧４．５
【０１５８】
［吐出安定性Ａ］
ガラス基板の所定の位置に、前記インクジェットプリンターを用いて実施例１～２２及び
実施例２５～４２及び比較例１～２６で得られたインクを吐出して乾燥し、２３０℃で２
０分間の熱硬化を行って塗膜を形成し、塗膜信頼性を下記の方法で評価した。
印字状態を目視で観察し、下記の基準で吐出安定性を評価した。
　○：連続１５分間の吐出後に、ノズル抜けが５％以下である。
　△：連続１５分間の吐出後に、ノズル抜けが１０％以下である。
　×：連続１５分間の吐出後に、ノズル抜けが５０％以上である。
【０１５９】
［吐出安定性Ｂ］
また、段ボールに、前記インクジェットプリンターを用いて実施例１～２２及び実施例２
５～４２及び比較例１～２６で得られたインクを吐出して乾燥し、室温乾燥を行って塗膜
形成し、印字濃度を下記の方法で評価した。
印字状態を目視で観察し、下記の基準で吐出安定性を評価した。
　◎：吐出を中断する間欠時間（１５分間）が経過してから、吐出した場合に、ノズル抜
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けが５％以下である。
　○：吐出を中断する間欠時間（１５分間）が経過してから、吐出した場合に、ノズル抜
けが１０％以下である。
　△：吐出を中断する間欠時間（１５分間）が経過してから、吐出した場合に、ノズル抜
けが２０％以下である。
　×：吐出を中断する間欠時間（１５分間）が経過してから、吐出した場合に、ノズル抜
けが５０％以上である。
【０１６０】
［耐薬品性］
塗膜を形成したガラス基板をＮ－メチルピロリドンに浸漬し、浸漬前後の塗膜の色変化△
Ｅを測定し、以下の基準で評価した。
　○：△Ｅ≦２．５
　△：２．５＜△Ｅ≦５
　×：△Ｅ＞５
【０１６１】
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【表２８】

【０１８９】

【表２９】

【０１９０】

【表３０】

【産業上の利用可能性】
【０１９１】
　本発明の着色組成物は、塗料やインキとして使用した場合に、顔料濃度が高いにもかか
わらず低粘度にする事が可能であるため、従来のものと比較してはるかに効率よくパッケ
ージ、屋外看板、自動車塗料又はカラーフィルタ等を生産することが可能となる。また本
発明の着色組成物をインクジェットインキとして用いた場合、耐薬品性が良好で、更に顔
料濃度が高いにもかかわらず、低粘度かつ経時粘度安定性に優れ、吐出安定性が良好であ
るインキを得る事ができ、従来の方法と比較してはるかに効率よく高性能なカラーフィル
タを生産することができる。
【０１９２】
　以上、本発明を特定の態様に沿って説明したが、当業者に自明の変形や改良は本発明の
範囲に含まれる。
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